
2017年度 春 要望調査票
青年海外協力隊 / 海外協力隊 / 日系社会青年海外協力隊 / 日系社会海外協力隊

要請番号（JL31817A08）

国名 職種コード 職種 年齢制限 活動形態 区分 派遣期間 派遣隊次

エクアドル G102 環境教育 個別 新規 2年 ・2017/3 ・2018/1

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

ルミニャウイ郡役所

2）配属機関名（日本語）

ルミニャウイ郡役所

3）任地（ ピチンチャ県ルミニャウイ郡サンゴルキ市 ） JICA事務所の所在地（ ピチンチャ県キト市 ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ ﾊﾞｽ で 約 1.0 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

同配属先は、ルミニャウイ郡人口約106千人(サンゴルキ市含む都市部人口約100千人)の住民の生活の質の向上と地域の
持続的発展のため、上下水道、ゴミ収集・処理などのサービス提供、自然環境保護、道路整備その他社会開発事業を実
施している。郡役所職員約800名、年間予算約52百万米ドル(2016年度)。JV配属予定の環境保全課では、15名の職員が
特に「廃棄物処理」「環境保全」に重点を置いて仕事を行っている。同課はISO 9001(2008)を2011年に取得し、2014年
に更新、2017年7月まで保持している。現在は新規格ISO 9001:2015への移行に向けて準備中である。

【要請概要】
1）要請理由・背景

環境保全課は、ISO9001を取得するなど、その業務内容や地域住民への関連サービスの質向上に積極的に取り組んでい
る。同課は、通常の環境管理課業務(ゴミ収集、地域内環境美化など)の他に、同地域内の自然環境保全や水資源保護・
調査にも力を入れている。また、同地域の自然環境美を活かした観光業活性化や豊富な水資源を将来に向けて保護して
いくことにも取り組んでいる。しかし、ゴミ収集の際の各家庭でのゴミ分別への取り組みが遅れており、ゴミ収集用の
コンテナへのゴミ捨てに関する住民教育も進んでいない。また、ゴミ処理に対する意識が低いため、同地区のゴミ処分
場に、対象地区外からゴミを捨てに来るケースも多く、更に問題を深刻化している。従って、特にゴミ処理に関しては、
ゴミ分別と3R、及び生ゴミのコンポスト化に重点を置き、環境課関係者、地域住民、児童生徒への継続的な啓発活動実
施支援が求められ、本要請となった。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

配属先環境保全課職員と協力し、以下の活動を行う。
1.配属先関係者に環境教育手法を紹介し、地域住民や児童生徒に対するゴミの分別や3Rを中心とした啓発活動の計画・
実施支援を行う。
2. 地域内学校における環境教育、リサイクル等に関する教材作成支援を行う。
3.地域内5つの地区住民に対する有機ゴミ堆肥化技術(特に、高倉式コンポスト)適用について共に考え、実践するための
支援を行う。

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

配属先事務所内の机、椅子、PC(西語)、プリンター、その他事務用品(共用)

4）配属先同僚及び活動対象者

環境保全課長:女性1名、大卒
環境保全課職員(14名):男性6名、女性8名、全て大卒、1-6年同部署での業務経験
活動対象者: 学校教員、児童生徒(小中高校生)、コミュニティ住民(主に家庭菜園等を行っている主婦)

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/


5）活動使用言語

スペイン語

6）生活使用言語

スペイン語

7）選考指定言語

【資格条件等】
[免許]：（　　　　）

[性別]：（　　　　）　備考：

[学歴]：（　　　　）　備考：

[経験]：（　　　　）　備考：

[参考情報]：

　・活動内容関連知識・経験

任地での乗物利用の必要性

不要

【地域概況】
[気候]：（山岳高地乾燥気候）　気温：（10～25℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（安定）

[水道]：（安定）

【特記事項】
インターネット、水道、電気については、基本的サービスはある。しかし、停電等の問題もあり、常に良好な状態であ
るとは言えない。
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